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論　　文　　の　　要　　旨

　回路集積技術やシリコン加工技術に於て重要になって来た非線形ピエゾ低抗を，種々の不純物濃

度を有するp型害皿型単結晶ウェハについてヨ応カ1温度の関数として測定、理論と比較解析をした。

測定には争カンチレバーを用いて1軸性応カを印加する方式を用いヨレバーや巾方向の応力成分を

無視できる位の長さと巾を持っように試料の形状を定めた。

　ダイヤモンド型構造の結晶の1次のピエゾ低抗は3箇の独立変数で済むがヲ2次のピエゾ低抗で

は9箇の変数を持つ6階のテンソルになる。ある方向の1軸性応力を用いて9っの独立変数を求め

た。さらにテンソル変換関係式を用いればヨ任意の方向の結晶軸に印加した応カに対する各方向の

電流の2次係数が求まることを利用して；種々の主要軸における2次係数を計算した。

　Ω型については里電子密度の谷問密度差を用いて1次のピエゾ低抗の異方性を説明したHerringの

理論を2次効果に拡張して説明することを試みた。その結果ある特定方向で理論との一致が悪いこ

とが見付けた。これはこの方向では谷問電子移行効果より電子緩和時間効果の方が大きいことによ

ることを示した。そしてこれら両効巣を取り込めば、1次2次両ピェゾ効果の測定結果をよく説明

できることを示した。

　p型については冒帯頂上の異方性と歪による異方性を取り込んだ鈴木1神田等による歪ハミルトニ

アンを基本にし事これにスピン1軌道相互作用をも取り入れた模型を作り実験結果の説明を試みる

と共にヨ木村等の三ンピュータ数値計算結果との対比を行った。

　更に、p型、n型の両方における不純物濃度依存性をも上に示した結果を利用して説明することを

試みると共に1次の弾性伝導係数と3次の弾性係数の積が非線形ピエゾ効果に及ぼす影響を議論し
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た。

審　　査　　の　　要　　旨

　非線形ピエゾ効果を広不純物濃度ヨ広応力領域において精密に測定しヨ種々の効果を取り入れた

模型を用いて説明することを試みた結果害独型についてはかなりの正確さで実験を説明する事に成

功，P型についてもある程度の成功を見たことはヨ高く評価出来る。

　よって、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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